






























料上に見られる実例が少ないために、実際に僅かな例しか存在しないのか、それとも記し遺されていないだけ のかの判別はつき難く、非常に論証し難い問題である。しかし平安時代以後見られるようになった藤原氏への女王降嫁の問題、そして藤原師輔に始まる内親 という問題を考えるにあたって、最も重要な令でもある。ゆえ 延暦十二年 詔の意
（表 1）二世女王の婚姻事例一覧 （桓武皇孫～村上皇孫）
祖父天皇 父親王 女王名 結婚 子　女 備　　考
桓武天皇 事例無
平城天皇 事例無
嵯峨天皇 忠良親王 操子女王 藤原氏 藤原基経 兼平・温子









本康親王 廉子女王 藤原氏 藤原時平 保忠
文徳天皇 事例無
清和天皇 貞元親王 貞元親王女 藤原氏 藤原興嗣 ※安田氏は誤伝とする（1）
陽成天皇 元平親王 元平親王女 藤原氏 藤原兼通 顕光
光孝天皇 是貞親王 是貞親王女 藤原氏 藤原定方 ※新山氏は源氏に嫁すとする
宇多天皇 敦慶親王 敦慶親王女 源氏 源信明か 歌人・中務 / 後に源信明室
醍醐天皇
代明親王
厳子女王 藤原氏 藤原頼忠 公任・遵子・諟子
恵子女王 藤原氏 藤原伊尹 親賢・懐子ほか
重明親王 旅子女王 藤原氏 藤原朝光 朝経・相任・登朝 斎宮　※悦子女王とも
有明親王
昭子女王 藤原氏 藤原兼通 朝光・（媓子） ※能子女王とも
馨子女王か 藤原氏 藤原公季 実成・如源・義子
行明親王 行明親王女 源氏 ※新山氏説
村上天皇
為平親王
婉子女王 藤原氏 藤原実資 天皇出家後再婚
為平親王女 皇族 具平親王 源師房
具平親王
嫥子女王 藤原氏 藤原教通 斎宮、資子皇女養女、頼通が後見
隆姫女王 藤原氏 藤原頼通
具平親王女 皇族 敦康親王 嫄子女王 嫄子は頼通と隆姫の養女となる



















































































































































































安田氏はこれを、 「より普遍的に在任の大臣を意味する」として、延暦十二年時における見任大臣である藤原継縄には限定されない と 述べる。　
これに関しては同意見であるが、詔中にお て「見任」と明記されてい 以上、普遍的というよりは、 「その時大臣
























此始終、 」 （ 『日本後紀』延暦二十三年四月廿七日条）とあり、 「蕃人」と認識
されていたことを見 も、外戚和氏を「良家」と呼んだ は思われない。あくまで、優遇と良家待遇と 別のものである。　
キサキを入れている氏族、女御以上 得るような氏族に関しても、平安初期における「入内させることのできる
家柄」が決してごく一部に限定された特権であったわけではないことから、対象を限定されている延暦十二年の詔において「良家」と 含まれ とは思わな 。それまでの頑なな皇親女子の婚姻規制を鑑みても、 「入内すること」を「降嫁され得ること」と同義とすべきではないであろう。　
以上より、桓武天皇の「個人的繋がり」を重視するならば、 「良家」ではなく明確な「外戚」等の直接的表記が必要
だったのであり、安田氏の挙げるところの範囲はいずれも「良家」の定義として憶測の域を出ないように思われる。　






















































































































が大幅に緩和されている可能性がある。しかし既に藤原氏の庶流となって長 興嗣（忠房）が二世女王を娶ってい 事実は、延暦十二年の詔 定めるところ 「藤原氏」に、系統 対する拘束力が存在しなかったことを意味しているのではないだろうか。従って、敢えて「累代相承、摂政不絶」の を意識するとしたならば それは即ち藤原氏の祖ともいうべき鎌足―不比等の子孫すべてを指したと解すべきであろう。　
以上、詔中における「藤原氏」には限定性がなかったことを述べてきたが、但し実際 女王降嫁の実例が多くないこ

























































氏一名、石上 一名、大伴氏二名、紀氏一名、石川氏一名、皇親一名である。翌延暦元年（七八二）には左大臣から中納言に至るまでのすべてを藤原 が独占し、藤原氏七名、大中臣氏一名、大伴氏二名、紀氏一名、石川氏一名、皇親一名となる。特に延暦二年に始めて参議に起用された式家・種継が桓武天皇の寵臣であったことは それから二年の内正三位中 となっていること、並びに薨伝において「天皇甚委
二│ 任之
一、中外之事皆取
レ決焉、 」 （ 『続日本紀』延暦四年
九月廿四日条）とされていることから 明らかである。しかし延暦四年、そ 種継が暗殺されると う事件が起こると、以後廟堂には紀氏、佐伯氏等の進出が目立つようになってくる。　
そして本稿の主題である詔の発布された延暦十二年になると、依然として藤原氏が筆頭であるものの、その構成は藤
原氏三名、大中臣氏一名、紀 川氏 皇親二名となり 桓武朝初期の半分以下の起用数へと激減して る。　
更に翌延暦十三年、平安京へ遷都をすると、新 に藤原氏三名が参議に起用され いるもの 、長く参議 席にあっ








































が圧倒的に異なっていること 分かる。平安京は同山背国内で 遷都でありながら一年半の準備期間を取っているにも関わらず、長岡京は国を隔てての遷都であるにも関わらず、僅か半年、造営が始まってからを起点とするならば 遷都まで五ヶ月しかなかったのであ 。　
長岡京遷都が急がれた理由としては、先行研究において既に、日次が良 ったことが指摘されている。即ち、延暦三














































































安田氏も指摘しているように、延暦十二年時の諸親王の年齢から見ても、詔の適応範囲内となる婚姻適齢期の二世女王は殆ど存在していなかったと思われる。唯一、尾張女王所生の光仁皇子・稗田親王に女（二世女王）が存在していた可能性 あるが、確認することはできない。そのた 先行研究では、詔 発布時に該当する二世女王が存在しないということは、つまり詔が将来的 優遇を語ったに過ぎないものであった、という評価がなされてきた。　
しかし皇親側から延暦十二年の詔を捉えた時、果たして二世女王が存在するか否かは問題になるであろうか。世代は















































は延暦三年閏九月十七日 右大臣・藤原是公 田村邸への行幸で、以後延暦六年八月廿四日、同年十月十七日～廿日、延暦十年十月十日～十三日と、大納言（右大臣） ・藤原継縄邸 並びに継縄 別荘へ行幸している。
延暦十二年の詔1（
（表 2）桓武天皇行幸一覧（延暦 2年～同15年）
























（ 月 7 日下向 続日本紀























［閏 （. 10］ 皇后藤原乙牟漏崩御 続日本紀
延暦10年
（7（1）











1. （ 諸院 巡覧 猪隈院において五位以上に銭を下賜 類聚国史
1. 20 登勒野 遊猟 終了後、葛野川畔で臣下に酒を下賜 山城国、現在地未詳 類聚国史
2. 6 水生野 遊猟 現大阪府三島郡 類聚国史























（. （ 大原野 遊猟 類聚国史
（. 21 栗前野 遊猟 五位以上の者に衣被を下賜 類聚国史
（. 2（ 登勒野 遊猟 類聚国史
（. 2（ 交野 遊猟 現大阪府枚方・交野 類聚国史
10. 14 大原野 遊猟 類聚国史
閏11. 2 水生野 遊猟 類聚国史
閏11. 7 諸院 巡幸 宮に帰る後扈従の官人に禄を下賜 紀略・類史
閏11. （ 葛葉野 遊猟 類聚国史


















2. 1（ 水生野 遊猟 類聚国史








7. 1（ 大原野 遊猟 類聚国史
7. 2（ 新京 巡覧 造宮使と将領に衣を下賜 日本紀略

















（. 7 大原野 遊猟 類聚国史



















11. （ 葛野 遊猟 類聚国史




11. 26 栗倉野 遊猟 栗前野のことか 類聚国史
12. 10 瑞野 遊猟 類聚国史






1. 2（ 栗前野 遊猟 類聚国史
1. 26 瑞野 遊猟 類聚国史
2. 1（ 葛野 遊猟 類聚国史
2. 27 水生野 遊猟 類聚国史










（. 10 大原野 遊猟 類聚国史
（. 16 大原野 遊猟 類聚国史
（. 22 交野 遊猟 類聚国史
10. 1（ 交野 遊猟 百済王らに物を下賜 類聚国史
［10. 22］ 天皇新京へ遷る 日本紀略
［10. 2（］ 平安京遷都 日本紀略
11. 2 北岡 遊猟 平安京北方丘陵地か 類聚国史




12. 17 大原野 遊猟 類聚国史
12. 24 山階野 遊猟 現京都市山科区 類聚国史
延暦14年
（7（（）
（. 16 日野 猟 五位以上に衣を下賜 現京都市伏見区 類聚国史
（. 27 交野 遊猟 類聚国史
6. 1（ 近東院 行幸 日本紀略
6. 27 大堰 行幸 葛野川設置の井堰 日本紀略




7. 1（ 佐比津 行幸 現京都市南区吉祥院 日本紀略
閏 7. 7 大堰 行幸 日本紀略
（. （ 大堰 行幸 日本紀略
（. （ 柏原野 遊猟 類聚国史
（. 16 大原野 遊猟 類聚国史
（. 1（ 北野 遊猟 現京都市北区 日本紀略
（. 1（ 朝堂院 視察 日本紀略
（. 22 柏原野 遊猟 紀略・類史
（. 2（ 日野 遊猟 紀略・類史
（. 4 東院 行幸 日本紀略
（. 22 登勒野 遊猟 紀略・類史









10. 2（ 栗栖野 遊猟 近衛将監従五位下住吉綱主に従五位上 現京都市東山区 紀略・類史
11. 2（ 大原野 遊猟 紀略・類史
12. 1 京中 巡幸 紀略・類史
12. 1（ 京中 巡幸 紀略・類史
延暦1（年
（7（6）
1. 11 芹川野 遊猟 現京都市伏見区 紀略・類史
1. 20 登勒野 遊猟 四位以上に衣、五位に帖綿を下賜 紀略・類史
1. 2（ 水生野 遊猟 五位以上に衣を下賜 紀略・類史
2. 12 紫野 行幸 日本紀略








4. 1 京中 巡幸 紀略・類史
6. 16 葛野川 行幸 日本紀略
（. 2（ 大蔵省 行幸 侍臣以下に布を下賜 日本後紀
（. 2（ 登勒野 遊猟 日本後紀
（. 21 栗前野 遊猟 日本後紀
10. （ 大原野 遊猟 日本後紀
10. 6 紫野 遊猟 五位以上に衣被を下賜 日本後紀
10. （ 日野 遊猟 五位以上に衣を下賜 日本後紀
10. 16 登勒野 遊猟 日本後紀
11. 2 北野 遊猟 日本後紀
11. 21 日野 遊猟 日本後紀









　『日本後紀』 （延暦十一年～）では、延暦十一年の全十九回の行幸の内、藤原氏私邸への行幸は三回（是公邸・乙叡邸・継縄邸） 、延暦十二年には全十八回の行幸の内、藤原氏私邸へ四回（継縄邸三回、乙叡邸）と頻繁に行幸しており、しかし延暦十三年になると全十四回の行幸の内、藤原氏私邸については継縄邸の一回のみとなる。更に平安遷都を経て、延暦十四年には全二十二回中継縄邸一 となり、延暦十五年以後、遂に藤原氏私 への行幸は途絶える。即ち、桓武天皇の藤原氏私邸への行幸回数もまた平安遷都を機に殆ど絶えてしまうのである。　中でも特に注目されるのは、延暦十二年八月廿六日の乙叡邸園池への行幸と、それに続く同廿八日の継縄邸別荘への



















なされてきたことを述べ 。しかし本稿によって、詔の発布が、桓武天皇の への恩賞的意味合い、並びに特別性の公表という意図を孕んでい こ が明らか されたかと思う。　
また時代が下ると、女王と臣下、特に二世女王と藤原氏の婚姻事例は飛躍的に増加することから、詔が臣下にとって
有用に働いたこ が言えるであろう。　
更に二世女王が藤原氏と結婚 きるという詔は、 の過大解釈によって、元一世皇 である嵯峨天皇女・源潔姫が藤








諸皇統諸王家の女王が臣下に降嫁することを許され臣下との距離を縮めたのに対し、天智系皇統にある光仁・桓武皇女にのみそれが許されないこととなった。つまり、桓武天皇が新皇統の確立と皇権の安定化を図 中で、自身の子女姉妹に限り婚姻を規制し尊貴性を維持させたことは、他の皇統の 親に追随を許さない尊貴な存在として、天智系血統ひいては桓武血族を別格化 たことになるのである　
その上で桓武天皇は、皇位継承し得る安殿・神野・大伴親王にそれぞれ別格化した桓武皇女、大宅・高津・高志内親
王を娶らせている。これによって臣下が決して娶り得な 内親王を娶った親王となり、桓武血族の尊貴性を重ねて向上させている。桓武天皇は、この うな桓武皇子女の別格化とそれら皇子女の異母兄妹婚 促進により、桓武天皇の血を引く皇親を再生産することでミウチの結束を固め、桓武皇統をより正統で尊貴なもの して格付けたのである　
即ち、桓武天皇は延暦十二年の詔を以て、藤原氏への優遇と恩賞を公表する 同時に、諸王へ 政治参画の機会を与












4） 栗原弘「皇親女子と臣下の婚姻史―藤原良房と潔姫の結婚の意義の理解のために―」 （ 『名古屋 理大学紀要』二、二
〇〇二年）
（






















1（） 彦由三枝子「桓武天皇朝に於ける大納言神王政権の成立とその諸政策（Ⅰ） 」 （ 『政治経済史学』三四四、一九九五年）
（


















1（） 喜田貞吉『帝都』 、山中裕「平安京」 （ 『国文学：解釈と鑑賞』 〇（四） 、一九五五年） 中山修 「長岡廃都考」 （ 『史
想』五） 、佐伯有清「長岡・平安遷都事情新考」 （ 『日本歴史』一二五）
延暦十二年の詔27
（1（） 安井良三「長岡京の廃都と早良親王の怨霊」 （ 『文化史研究』九・十合併号、一九五九年）
（
20） 田中重久「長岡京の生態」 （ 『学海』四（五） 、一九四七年）
（
21） 前川明久「長岡京廢都理由 一考察」 （ 『日本上古史研究』四（六） 、一九六〇年）
（





24） 浅尾広良「桐壺皇統の始まり―后腹内親王の入内と降嫁―」 （ 『國學院雜誌』一〇九（一〇） 、二〇〇八年）
（
2（） 桓武天皇の行幸記事は『続日本紀』中においてはあまり見られないが、 『日本後紀 内において記事が圧倒的に増加す
る。これは『日本後紀』以降行幸が増加したのではなく、執筆傾向 相違によるものであると思われる め、その点には留意されたい。なお『日本後紀』は多くが散逸しているため、 『日本紀略』 『類聚国史』から適宜補った。
（
26） なお桓武天皇の即位した天応元年、並びに翌延暦元年については、行幸記事が一度も見られないことから除外した。
2（
